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パシフィックコンサルタンツ株式会社

設 立
資 本 金
従 業 員
本 社
海外拠点
事業分野

募集職種
募集人数
住 所
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1954年（創立は1951年）
8億2,000万円
1,997人（2019年10月１日現在）
東京都千代田区
シンガポール、インドネシア、フィリピン
民間セクター、都市開発、防災、ICT、
インフラ、資源・エネルギー、水と衛生、
環境・気候変動、貧困削減、
文化・スポーツ、教育、保健・医療、
農業・農村開発
技術コンサルタント、営業、経営管理
50人
〒101-8462　
東京都千代田区神田錦町3-22
テラススクエア
03-6777-3716
kokusai-recruit@tk.pacific.co.jp
https://www.pacific.co.jp
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１
９
５
１
年
創
業
、
首
都
高
速

道
路
や
成
田
国
際
空
港
な
ど
数
多

く
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛

け
、
日
本
の
高
度
成
長
を
支
え
て

き
た
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
。
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
調
査
か

ら
設
計
、
施
工
監
理
ま
で
全
工
程

を
カ
バ
ー
す
る
技
術
力
を
活
か
し

て
、海
外
で
も
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
や
民
間
ニ
ー
ズ
に
対
応
、

工
業
団
地
形
成
、
輸
送
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
な
ど
、

幅
広
い
分
野
に
取
り
組
む
。

　

２
０
１
９
年
10
月
に
は
、
海
外

で
の
受
注
促
進
の
た
め
に
、
意
思

決
定
の
迅
速
化
を
狙
っ
て
、鉄
道
部
、

航
空
部
、
建
築
部
、
設
備
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
部
な
ど
国
内
案
件
も

手
掛
け
る
部
門
を
併
設
し
た
グ
ロ

ー
バ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
を
新
設
し
た
。

　

現
在
は
東
南
ア
ジ
ア
の
鉄
道
を

は
じ
め
と
す
る
基
幹
イ
ン
フ
ラ
案

件
が
中
心
だ
が
、
特
に
伸
び
し
ろ

の
あ
る
中
国
や
イ
ン
ド
で
の
都
市

開
発
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
案
件
に
も
注

力
し
て
い
る
。

　

海
外
で
は
、
近
年
は
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
特
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
で
の
可
能
性
に

注
目
し
て
お
り
、
す
で
に
受
注
実

績
が
あ
る
タ
イ
を
足
掛
か
り
に
、

ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
な
ど
で
の
展
開
を
図
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
今
後
は
都
市
開

発
や
ま
ち
づ
く
り
に
は
新
た
な
発

想
が
求
め
ら
れ
る
と
予
測
し
、
コ

ロ
ナ
禍
後
を
視
野
に
入
れ
た
構
想

を
練
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
同
社
で
は
他
社
に
先
駆

け
て
２
０
０
９
年
か
ら
従
業
員
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
と

働
き
方
改
革
に
取
り
組
み
、
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

経
営
を
掲
げ
、
一
人
一
人
が
能
力

を
発
揮
し
多
様
性
を
強
み
と
す
る

経
営
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
２

０
１
８
年
か
ら
は
テ
レ
ワ
ー
ク
も

導
入
。
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク

が
一
気
に
進
ん
だ
こ
と
を
受
け
て
、

新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
検
討

中
だ
。

カ
ン
パ
ニ
ー
制
を
導
入
し

海
外
部
門
を
強
化

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

推
進
で
も
業
界
を
リ
ー
ド

生活向上と環境保全が
両立する開発を

横浜モデルをタイの
スマートシティ事業に

グローバルカンパニー開発
プロジェクト部

 インフラプロジェクト室

髙山 弓美さん

パシフィックコンサルタンツ
入社 
マネジメント事業本部 
東北マネジメント事業部 
地域政策室

フィリピン・マニラで
海外研修

国際事業本部 
交通・開発プロジェクト部
都市・交通計画室

組織変更により
グローバルカンパニー 
開発プロジェクト部 
インフラプロジェクト室
所属となる

　高校時代から途上国支援に興味があり、幅広く「地
域」について学べると考えて、農学部で農村などの
活性化を学びました。
　入社後5年間は仙台勤務で東北地方の国内案件を
担当し、2018年に念願の海外案件を扱う部署に異
動しました。5年間の国内勤務で身に付けた考え方
や仕事の進め方は、海外でもそのまま活かせる部分
が多いと感じています。
　調査で訪問したラオスの良さに惹かれています。
発展により気が付いたらどこも同じような都市に
なってしまうことのないように、現地の人の生活の
向上と、自然や文化の保全を両立させられるコンサ
ルタントを目指して頑張りたいと思っています。
　途上国支援に興味のある方は、時間がある学生時
代のうちに、スタディツアーやインターンシップを
利用して、どんどん海外に出かけていってください。

　タイの工業団地のスマートシティ化事業に携わっています。
　タイの大手工業団地ディベロッパーが、横浜市のスマートシティプロ
ジェクトを参考に自社の工業団地のスマートシティ化を図る事業で、横浜
市内の中小企業が中心となって設立した一般社団法人と連携してプランニ
ングを行いました。チーム内での私の担当は都市計画です。横浜を参考に
したいという発注者のリクエストに応じて、現地のニーズ調査、横浜市の
まちの成り立ちや魅力の分析を行い、日本企業の技術を活かして、それら
をどう現地に落とし込むかを検討し、コンセプトを提案しました。
　現在は投資家探しやパートナー企業の発掘など、コンセプトの実現に向
けて次の段階に取り組ん
でいます。
　同発注者が近隣国に所
有する工業団地での事業
も検討中で、私は、農業
国ラオスでのスマート農
業導入や、それに資する
物流網構築の実現に向け
て調査を進めています。

タイのスマートシティ業務におけるカウ
ンターパート会議

東京農工大学農学部
地域生態システム学科
卒業

ラオス北部のスマートシティ構想検討の
ため、職業訓練校を視察


